
令和６年度第４回さいたま市社会教育委員会議 次第 

（第12期第６回会議） 

 

日時：令和７年１月20日（月） 

14時00分から 

会場：市役所別館 ２階 

第７委員会室 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 議 事 

⑴ 報告事項 

・ 前回会議について 

 

⑵ 協議事項 

・ 第12 期社会教育委員会議 提言の作成について 

 

４ 連 絡 

 

５ 閉 会 
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4 今川 夏如 さいたま市ＰＴＡ協議会前副会長  

5 加藤 美幸 十文字学園女子大学学修支援員  

6 小林 玲子 公民館運営審議会委員 欠席 

7 佐野 操 埼玉県家庭教育アドバイザー  

8 澁谷 知範 公募委員  

9 関根 広美 
特定非営利活動法人さいたまＮＰＯセンター

専任委員 
 

10 鶴ヶ谷 柊子 浦和大学講師 欠席 

11 林  弘樹 映画監督 欠席 

12 藤田 成司 さいたま市立小学校校長会  

13 吉川 洋一 (公財)さいたま市スポーツ協会副会長  

14 吉沢 浩之 さいたま商工会議所常務理事  

15 若原 幸範 聖学院大学准教授 議 長 

（50 音順） 

 

（事務局） 
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4 三村 悟 教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課企画振興係主査 

5 伊藤 智美 教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課企画振興係主査 

6 駒井 友里香 教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課企画振興係主事 
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１ 協議テーマについて 
高齢者に対しては、講座やイベントなどの様々なアプローチが行われている一方、働

いている方や子育て中の方、若い世代の方への取組は十分に進んでいない。 

→ 協議テーマを、「働く世代の生涯学習と、地域活動への橋渡し」とした。 

 
留意事項 

  生涯学習は生き方そのものであるので、その中に自分たちがいることを実感する

必要がある。必ずしも「働く世代」が生涯学習に携わっていないものではない。 

  「働く世代」の定義を明確にしすぎると排除される人が出てしまうので、厳密に定

義せず、20 代から 50 代くらいの世代を念頭におき議論を進める。 

 

 

２ 協議課題について 
協議テーマを実現するために注力すべき課題として、会議の中で提示された意見を集約し

た結果、２つの協議課題として整理された。 

 

■ 協議課題１ 「働く世代が生涯学習を身近に感じるきっかけづくり」 

  仕事や暮らしの中での成長そのものが、まちや社会全体の成長に資する生涯学習その

ものである。地域社会の中で自己実現や人の輪を広げ、地域社会の発展につながるこ

とを実感してもらえる生涯学習のあり方を考えることが重要である。 

  関心のあることから参加し、困りごとなどが少しでも解消されることで、地域や社会

とのつながりを実感し、社会参加が進むのではないか。 

  「仕事に役立つ学び」や「人生を本当に豊かにしてくれる」ものであると感じること

ができれば、生涯学習の意義や意味の素晴らしさに気付くのではないか。 

  学びの中での喜びは独りでも得られるが、共に学ぶことで得られる独特の体験もある。

そして、結果として地域の思わぬつながりができることがある。 

  「きっかけづくり」や「顔の見える参加しやすい仕組み」の重要性が、生涯学習の推

進においていかに重要であるか議論する必要がある。 

 

■ 協議課題２ 「働く世代が地域活動につながる仕組みづくり」 

  学びや成長を実感することは、「個」や「私」に留まらず、地域社会への「参加」や「つ

ながり」を発見することに繋がるのではないか。 

  適切な場や環境があることで、学びやつながりが形成され、結果として地域社会への

参加が促進され、地域の文化創造へとつながる「学びの循環」が形成される。 

  生涯学習を通じて、働く世代の人々を早期から地域社会に包摂することは喫緊の課題

である。 

  「まず参加してみる、そのためのきっかけの場づくり」が重要である。 

 

 

３ ワークショップを通じて見えてきたキーワード 
  提言を作成するにあたり、さいたま市内で活動している方々の事例を参考として「働

資料１ 

第 12 期社会教育委員会議 提言案 

Ⅰ 「働く世代の生涯学習と、地域活動への橋渡し」を実現していくための方策に

ついて 
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く世代の生涯学習と地域活動への橋渡し」を実現するためのヒントを探ることとした。 

 
  ワークショップ（全３回） 

１回目 地域活動団体（合同会社ババラボ、シビックテックさいたま） 

２回目 チャレンジスクール事業 

３回目 ＮＰＯ団体（認定ＮＰＯ法人みんなの夢の音楽隊） 

 

  ワークショップの事例について検討を行い、さいたま市の生涯学習の参考となる要素

や、新たに考えられる取組みを探る中で、４つのキーワードが見えてきた。 

  ４つのキーワードをもとに議論を重ね、協議テーマを実現していくための方策として、

以下のとおりまとめた。 

 

４ キーワードをもとにした議論 

 協議課題１ 働く世代が生涯学習を身近に感じるきっかけづくり                    
 

① 人と人を結びつける「つながり」について 
○ 従来からある青年団等のような強固な仲間意識をもつようなつながりも大事だが、

多様な世代・職業の人との緩やかなつながりを大事にすることがこれからは重要

ではないか。 

○ 働く世代も子育てなどの共通話題をターゲットにして人を集めることが可能では

ないか。 

○ つながりという点では「口コミ」が一番。口コミで言われたからやろう、となるこ

とがある。 

○ 働く世代の学習をコーディネートする窓口や支援者が必要。 

○ 公募の仕組やコーディネーターを育成する生涯学習講座があると、広がりが期待

できるのではないか。 

○ 親子参加型イベントの開催（親子での参加の機会を提供し、自然なつながりを創

出）。 

○ ＬＩＮＥやその他ＳＮＳなどのツールを活用し、働く世代同士が気軽に情報共有・

交流できる仕組みを作る。 

  産学の連携を強化し、企業プログラムや大学生の参加型のイベントを開催するこ

とで、人脈形成や同じ趣味嗜好を持つ人との交流につなげる。 

 

 

② 地域活動につながる「場」について 
○ 友達同士や仲間同士など、小さなつながりや集まりから始める、もしくは自分が興

味のある何かに参加したり、市民講座に参加するといった小さなところから始め

て、そこでつながりが生まれ、つながりが連鎖して場が形成され、その場からさら

なるつながりが始まるのではないか。 

○ 働く世代には、駅前に学べる場があると良いのではないか。 

【４つのキーワード】 

① 人と人を結びつける「つながり」について 

② 地域活動につながる「場」について 

③ 継続の重要性ついて 

④ 学習者としての生涯学習について 

○（黄色の付箋）：ＷＳを振り返り提言に盛り込みたい内容 

□（桃色の付箋）：新たに追加する提言内容（国等の動向を踏まえて） 
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○ 多様な学びの場を設ける。「朝活」「夜活」など、働く世代が参加しやすい柔軟な時

間帯での活動の場を設ける。 

○ オンライン勉強会や相談会を組み合わせたハイブリッド型イベントを開催し、多

様で気軽な参加方法を提供する。 

○ 「楽しさ」や「ワクワク感」を重視したイベント（例：「縁づくり市」「ホンネ会議」）

を通じて、気軽に参加できる環境を整備する。 

  子どもを様々な脅威から守るためのコミュニティ形成。 

  産学の連携を強化し、学びの場を増加させる。独身者や子どものいない世帯が参加

できるような、魅力的で興味深い学びの場を提供する。 

 

 

③ 継続の重要性ついて 
○ 「働く世代」をターゲットにすると、仕事に役立つイメージになりがちだが、学び

や活動を楽しめる要素は必ずあった方が良い。 

○ 次のステップに進む意欲が湧くような新しい気づきを実感できる場をつくる。 

○ １回限りの講座ではなく、学びのステップアップの仕組があると良い。 

○ 活動の目的を段階的な目標に設定することで、継続的な活動につなげる。 

○ 「自分らしく」活動や学びを行うことで、楽しさと学びのスパイラルが生まれる。 

○ 緩やかな参加を促し、負担感を減らす。 

○ 「月 1回の勉強会」や「年数回のマーケット」など、定期的なイベントを開催し、

継続的な参加を促す仕組みを作る。 

○ 活動内容や成果を振り返り、次回の活動へのモチベーションを高める。 

○ さいたま市から県・関東・全国・世界へつながる学びの継続性を考慮する。 

 

 

④ 学習者としての生涯学習について 
○ 生涯学習フェスティバルの相川七瀬さん講演会で、学び残したことがあるかなと

いう自分探しも含めて、生涯学習や大学院の勉強に取り組んでいるという話があ

り、これまで参加していなかった人を巻き込んだり、興味関心を引き出すようなワ

クワク感を伝える仕組みがきっかけになるのではないか。 

○ 参加者が自身の活動を「生涯学習」として認識するきっかけを提供する。 

○ 学ぶ側から教える側へ転じる機会を提供し、学びの循環を実現。 

  学びや教育が“わたくしごと”化している。個人のスキルを高めることは大事だが、 

地域や社会の財産という観点が少なくなっている。学びの公共性。 

  近年多様化する「働く」ということをどのように考えるか。 

  ＩＣＴや実務に関連するスキルを学ぶ機会を設け、働く世代の「学びたい」をサポ 

ートする。ＤＸ人材になるためのビジネスパーソンに必要なＩＴスキル（経産省に

よる「ＤＸリテラシー標準」に準拠した内容の提供／副業のための知識やスキル）

を身に着けるための学習を提供する。 

 

 

 協議課題２ 働く世代が地域活動につながる仕組みづくり                                  
 

① 人と人を結びつける「つながり」について 
○ 働く世代は子どもがいると、子どもがきっかけになることがあるので、子どもと共

にネットワークづくりを進めるのが良いのではないか。 

○（黄色の付箋）：ＷＳを振り返り提言に盛り込みたい内容 

□（桃色の付箋）：新たに追加する提言内容（国等の動向を踏まえて） 
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○ 「誰か」もしくは「何か」との関りから色々なことが始まっていると感じており、

入り口やきっかけは大事だと思っている。 

○ コーディネーターや地域リーダー、専門家等の活用。 

○ 企業や行政との協力を強化し、多様な人が参加する仕組みを構築する。 

  生涯学習を通じた社会教育として「ウェルビーイング」という言葉が何度か出てき

ているが、そこをもう少し具体化する。 

  自己の目的の達成や自分探しという目的で関わる人もいるかもしれないが、人と

人のつながりが生涯学習の良さでもある。 

 

 

② 地域活動につながる「場」について 
○ 地域や人との関わりから物事が始まっていると感じる。 

○ 公民館はいろいろな事業を行ったり、人が集う場なので拠点となると良い。新規に

事業を行うのではなく、公民館で既に実施しているイベントを活用することでつ

ながり、続いていくのではないか。 

○ 無理せず楽しんで行う。ドキドキワクワクするような場を作っていく。 

○ 自分のスキルを活かしたいという人が、自分のスキルが発揮できる場があると良

い。 

○ 誰がやるか、誰とやるかというブリッジパーソンコーディネーターとしてプロフ

ェッショナルな職員が必要。また、準じる人材の育成も考える必要がある。地域づ

くりという入口が一番分かりやすいので、そこに特化しても良いのではないか。 

○ 人の力が核心になる。小さな組織をどうまとめるかや地域同士のつながりは、やは

り人と人のつながりで仲間を作り、仲間から自由でボーダレスな多世代のつなが

りに発展していく。人から始まりいろんな連鎖がつながっていく。 

○ 子どもを介した地域活動の場を活用し、多世代交流を促進。 

○ 子どもと大人が共に学ぶ場を設け、地域での協働の第一歩を支援する。 

  大学等関係機関との連携で地域の学習からスタートし、学習のステップアップと

して大学の公開講座等に参加する。また、逆に大学から地域活動に関わることで地

域活動に繋がっていくのではないか。 

  ＩＣＴを活用した課題解決の場（例：デジタル相談室、公園×テクノロジー、本業

でのＩＴ活用法など）を提供する。 

  子どもがいない世帯も気軽に参加できる場をつくる。 

 

 

③ 継続の重要性ついて 
○ 防災イベントは自治会も含めて人が集まる。そのような既存の場を活用して他の

活動へ誘導する。 

○ 組織・所属を超えて活動する人のサポート役が必要である。 

○ どんな「体験」ができるのかを明確化する。 

○ 地域関係団体（町内会や自治会）との繋がりは大切なので、それら団体のニーズを

把握していくことも重要ではないか。 

○ 継続しようと思うのは「やって良かった」「関わって良かった」というような人や

地域のためになっているという実感があるときである。 

○ 環境の変化で一時的に活動を中断しても、再参加しやすい仕組みを整備する。 

○ コーディネーターやボランティアの役割を明確化し、活動を支える体制を確立す

る。 

○（黄色の付箋）：ＷＳを振り返り提言に盛り込みたい内容 

□（桃色の付箋）：新たに追加する提言内容（国等の動向を踏まえて） 
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○ ボランティアへの謝金や表彰などを活用し、モチベーションを高める。 

 

 

④ 学習者としての生涯学習について 
○ 情報・デジタルを活用する。 

○ 地域活動を「生涯学習」の場と認識する意識を醸成し、働く世代が主体的に参加す

るきっかけを提供する。 

○ 働く世代が持つスキルや経験を活かせるプログラムを提供する。 

○ 地域課題や社会問題をテーマにした学びを通じて、実践的な貢献ができるよう支

援する。 

  生涯学習や社会教育の有用性や「何のために行うのか」、「なぜ大切なのか」を実感

している人が少ない。それらを実感している人が関わった人に伝え、繋げていくこ

とが大事である。 

  「好き」「関心」「再発見」といった興味関心を引き出すようなワクワク感を伝える

仕組みがきっかけづくりになる。 

  発達障害者等の生涯学習や社会教育の取組みが進んでいない。福祉機関と連携し

てソーシャルスキルトレーニングを実施し、学習プログラムの展開や支援者の専

門性を学ぶ生涯学習の機会を提供することが国の指針の実効性を高める。 

  中高生以外の大人も含めて、ドロップアウトした方への学びを保障する。 

 

 

 ⑶ その他の意見                                                      

 
  デジタル化やコロナ禍を経て、体験が貴重なものになっている。働く世代も体験した

いと思っている。体験があるから気づきがあり、体験をしたから結果として学びにな

る。仕事や自分の普段の行動の範疇ではできないが、いろいろな体験ができるという

ことを発信すると伝わりやすいと思う。 

  コーディネーターが一番重要である。公民館に社会教育主事や社会教育士が配置され

ているが、市民に認知されていない。社会教育主事がもっと活躍することで、コーデ

ィネーターが実行委員会や協議会に地域の人を巻きこむ仕組みができればよいので

はないか。 

  公民館の社会教育主事や図書館の司書などのプロの力を生かせていない現状を改善

するだけでも大きいのではないか。 

  社会教育指導員は地域のリソースを把握しているので、それが生かされないのはもっ

たいないと感じる。 

○（黄色の付箋）：ＷＳを振り返り提言に盛り込みたい内容 

□（桃色の付箋）：新たに追加する提言内容（国等の動向を踏まえて） 



提言における「働く」ことの意味について理解を深めるために 

 

 

１ 「働く」ことの意味について 

「働く」状況 結果 ビジョンとの関わり 

自分のために「働く」 自己実現 

（自分らしく生きる）  

人づくり 

他者のために、 

他者と共に「働く」 

相互承認／協働 

（共に生きる）  

つながりづくり 

社会・地域のために 

「働く」 

主体形成 

（共に自分らしく生きる世界を創る） 

まちづくり 

 

 

２ 「働く」範囲について 

⑴ 狭義 

・ 職業・仕事等 

⑵ 広義 

・ 家事、子育て、介護等 

・ 地域活動 

・ ボランティア 

 

 

３ 「働く」場について 

「私」と「公」の中間に位置づく「共」の領域（≒地域）（※）を、「働く世代」の参加

によっていかに豊かにするか。 

（※）「共」の領域：資源や課題を共有する場、生活・活動を共にする（協力・助け合い等）場 

 

○「働く」場の例  ・職場 

・家庭 

・地域 

 

 

４ 「働く」ことと生涯学習の関係について 

・ 「働く」ための学習 

・ 「働く」ことを通した学習 

・ 学習成果を活かして「働く」 

・ 他者の学習のために「働く」 

資料２ 


